
川崎市町内会・自治会長永年勤続功労者表彰基準 
 
１ この基準は、市内町内会・自治会等の会長として永年にわたり地域住民の福祉向上、住

民自治の振興及び市政の発展に尽力し、功績顕著な者を表彰するための必要な事項を定

める。 
２ この基準で「町内会・自治会長」とは、地域住民の自治組織である町内会、自治会及び

その他（親睦会等）の代表者をいう。 
３ 表彰の対象となる者は、通算して１０年、１５年、２０年、２５年、３０年、３５年、

４０年、４５年、５０年以上にわたり、町内会・自治会長の職にあり、その功績が顕著な

者とする。 
４ 在職年数については、表彰を行う年の３月３１日現在で起算する。 
５ 表彰を行う年の３月３１日現在で、町内会・自治会長の職を退任している者で、退任時

に対象年数に達した者については、表彰の対象とする。 
６ 対象年数に達した者については、その後死亡した場合であっても、表彰の対象とする。 
７ 表彰は、表彰状を授与し、記念品を贈呈する。ただし、表彰の対象となる者が、表彰日

前に死亡したときは、表彰状及び記念品は遺族に対し、贈呈する。 
８ この基準に定めのないことについては、その都度これを定める。 
 

附 則 
この基準は、昭和４７年８月１日から施行する。 
附 則 

この改正基準は、昭和５３年４月１日から施行する。 
附 則 

この改正基準は、昭和５５年６月１２日から施行する。 
附 則 

この改正基準は、昭和５８年４月１日から施行する。 
附 則 

この改正基準は、平成５年４月１日から施行する。 
附 則 

この改正基準は、平成６年４月１日から施行する。 
附 則 

この改正基準は、平成１５年７月１４日から施行する。 
附 則 

この改正基準は、平成２５年１０月１日から施行する。 
附 則 

この改正基準は、平成２７年１０月７日から施行する。 



附 則 
この改正基準は、令和６年１０月１７日から施行する。 


